
年間授業計画　様式例

高等学校 令和8年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすと
ともに，創造的に考える力を養い，他者との関わり
の中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げ
たり深めたりすることができるようにする。

「文学国語」東京書籍（文国701）

国語

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で
伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化
の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。
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単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

態

文学国語国語

領域
評価規準

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

知

［知技］
・言葉には，想像や心情を豊かにする働きがあ
ることを理解している。
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を
増し，文章の中で使うことを通して，語感を磨
き語彙を豊かにしている。
・文学的な文章を読むことを通して，我が国の
言語文化の特質について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，展開，描写の仕方などを的確
に捉えている。
・「読むこと」において，作品の内容や解釈を
踏まえ，人間，社会，自然などに対するものの
見方，感じ方，考え方を深めている。
［主］粘り強く具体例と筆者の主張との関係に
注意して本文を読み，学習課題に沿って文学の
ふるさとについて，筆者の考えを理解し，まと
めようとしている。

○ ○ ○

柳楽

Ａ 単元
評論　「文学のふるさと」

【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の言語文化に対する理解
を深めることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばすとともに，創造的に考
える力を養い，他者との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

・具体例と筆者の主張との関係に注
意して評論を読み，文学のよりどこ
ろについて理解を深める。
・本文の語句の意味や漢字を確認す
る。（一人１台端末の活用）
・作者について調べる。（便覧の活
用）
１具体例の三作品とそこから導かれ
ている筆者の考えに注意しながら，
本文を通読する。（手引き１）
２「アモラル」という視点から，筆
者が「赤頭巾」「狂言」『伊勢物
語』の作品のどこに着目しているか
整理する。（手引き２）
３「赤頭巾」について，筆者が「切
ない悲しさ，美しさ」を感じる理由
を読み取る。（手引き３-１）
４「狂言」のモラルについて，筆者
の捉え方を読み取る。（手引き３-
２）
５『伊勢物語』について，筆者が美
しさやむごたらしさをどう捉えてい
るか読み取る。（手引き３−３）
６筆者が，アモラルな物語をそれほ
ど高く評価しないという理由を読み
取る。（手引き３-４）
７文学のモラルや社会性に注目しな
がら，「文学のふるさと」を筆者が
どのように考えているかまとめる。
（手引き４）

○

定期考査

○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

文学国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】
生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に対する理解を深
めることができるようにする。

国語 文学国語 2

○

［知技］
・言葉には，想像や心情を豊かにする働きがあ
ることを理解している。
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を
増し，文章の中で使うことを通して，語感を磨
き語彙を豊かにしている。
・文学的な文章における文体の特徴や修辞など
の表現の技法について，体系的に理解し使って
いる。
・文学的な文章を読むことを通して，我が国の
言語文化の特質について理解を深めている。
・人間，社会，自然などに対するものの見方，
感じ方，考え方を豊かにする読書の意義と効用
について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，展開，描写の仕方などを的確
に捉えている。
・「読むこと」において，文章の構成や展開，
表現の仕方を踏まえ，解釈の多様性について考
察している。
・「読むこと」において，作品に表れているも
のの見方，感じ方，考え方を捉えるとともに，
作品が成立した背景や他の作品などとの関係を
踏まえ，作品の解釈を深めている。
［主］粘り強く登場人物の心情を把握し，学習
課題に沿って作品に込められた寓意について，
自分自身の生き方や考え方に触れながら文章に
まとめようとしている。

○○

1
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○ ○

Ｂ 単元
小説　「山椒魚｝

【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の言語文化に対する理解
を深めることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばすとともに，創造的に考
える力を養い，他者との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

１
学
期

○

・登場人物の心情を理解しつつ，現
代社会に生きる私たちが抱える問題
について考える。
・本文の語句の意味や漢字を確認す
る。（一人１台端末の活用）
・作者について調べる。（便覧の活
用）
１井伏鱒二や「山椒魚」について，
教科書の作者紹介などを参考にし
て，知っていることを発表する。
２山椒魚の心情や行動に注意しなが
ら本文を通読し，あらすじをつか
む。(手引き１)
３第一段を読んで，語句や表現に留
意しながら，岩屋に閉じ込められた
山椒魚の置かれた状況やその心情を
読み取る。（手引き２）
４第二段を読んで，岩屋の内外の動
植物の様子についてまとめ，それぞ
れに対する山椒魚の気持ちを整理す
る。 (手引き３−１・３−２・４-
１）
５第三段を読んで，小えびの侵入に
伴う山椒魚の心境の変化と，その後
の山椒魚の行動を読み取る。(手引
き４−２)
６第四段を読んで，岩屋の外に出ら
れない山椒魚が，外に出られないこ
とを嘆き，岩屋の外の世界で遊ぶ小
動物の様子を，感動の瞳で眺める様
子を読み取る。
７第五段を読んで，岩屋の窓から紛
れ込んだ蛙を外に出ることができな
いようにした山椒魚と，閉じ込めら
れた蛙との激しい口論の様子を読み
取る。
８第六段を読んで，一年が過ぎ，鉱
物から生物によみがえった山椒魚と
蛙が，口論を続ける様子を読み取
る。
９第七段を読んで，更に一年が経過
した山椒魚と蛙の様子に見られる変
化を読み取る。
10山椒魚と蛙が歩み寄りを見せ，和
解に向かう経過について整理する。
（手引き５）
11この作品に込められた寓意につい
て，自分自身の生き方や考え方に触
れながら，六百字程度の文章にまと
める。（言語活動）
12グループで発表し，感想を伝え合
う。

○ ○



○ ○○

［知技］
・言葉には，想像や心情を豊かにする働きがあ
ることを理解している。
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を
増し，文章の中で使うことを通して，語感を磨
き語彙を豊かにしている。
・文学的な文章における文体の特徴や修辞など
の表現の技法について，体系的に理解し使って
いる。
・文学的な文章を読むことを通して，我が国の
言語文化の特質について理解を深めている。
・人間，社会，自然などに対するものの見方，
感じ方，考え方を豊かにする読書の意義と効用
について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，展開，描写の仕方などを的確
に捉えている。
・「読むこと」において，文章の構成や展開，
表現の仕方を踏まえ，解釈の多様性について考
察している。
・「読むこと」において，作品に表れているも
のの見方，感じ方，考え方を捉えるとともに，
作品が成立した背景や他の作品などとの関係を
踏まえ，作品の解釈を深めている。
［主］粘り強く登場人物の心情を把握し，学習
課題に沿って作品に込められた寓意について，
自分自身の生き方や考え方に触れながら文章に
まとめようとしている。

○

○

［知技］
・言葉には，想像や心情を豊かにする働きがあ
ることを理解している。
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を
増し，文章の中で使うことを通して，語感を磨
き語彙を豊かにしている。
・文学的な文章を読むことを通して，我が国の
言語文化の特質について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，展開，描写の仕方などを的確
に捉えている。
・「読むこと」において，作品の内容や解釈を
踏まえ，人間，社会，自然などに対するものの
見方，感じ方，考え方を深めている。
［主］粘り強く登場人物の言動や心理を表現に
即して読み取り，学習課題に沿ってさまざまな
立場から現代社会における人間関係について考
え，話し合おうとしている。

定期考査

Ｅ 単元
小説　「檸檬｝

【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の言語文化に対する理解
を深めることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばすとともに，創造的に考
える力を養い，他者との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

・登場人物の言動,心理を表現に即
して読み取り，「檸檬」の持つ意味
について考える。
・本文の語句の意味や漢字を確認す
る。（一人１台端末の活用）
・作者について調べる。（便覧の活
用）
１本文を通読して，「私」の行動に
即して全体を三つに分け，構成をつ
かむ。(手引き１)
２作者の経歴やその他の作品につい
て概略を知る。
３「記号も言語の一種」を読み，表
現の特徴を理解する。（【文学への
扉】記号も言語の一種）
４「えたいの知れない不吉な塊」に
よってもたらされた「私」の心理状
態を捉える。(手引き２-１・２−２)
５「私」が「以前」心をひきつけら
れていたものと，「その頃」心がひ
きつけられたものとを順番に取り出
し，そこに見られる「私」の心情を
理解する。(手引き２-３・２-４)
６檸檬を買ってからの「私」の心情
を理解する。(手引き３）
７檸檬の役割の変化を捉える。（手
引き４・５・６）
８「えたいの知れない不吉な塊」に
抑えつけられていた過去の「私」
を，語り手である現在の「私」がど
のように見ているのか話し合う。
９当時の「私」をひきつけ慰めたも
のと，抑えつけ憂鬱にさせたものと
は，それぞれ「私」にとってどのよ
うなものとして描かれているか，話
し合う。（言語活動）

1

○ ○ ○ 8

○ 14

12

○ ○

○ ○

［知技］
・言葉には，想像や心情を豊かにする働きがあ
ることを理解している。
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を
増し，文章の中で使うことを通して，語感を磨
き語彙を豊かにしている。
・文学的な文章における文体の特徴や修辞など
の表現の技法について，体系的に理解し使って
いる。
・文学的な文章を読むことを通して，我が国の
言語文化の特質について理解を深めている。
・人間，社会，自然などに対するものの見方，
感じ方，考え方を豊かにする読書の意義と効用
について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，展開，描写の仕方などを的確
に捉えている。
・「読むこと」において，語り手の視点や場面
の設定の仕方，表現の特色について評価するこ
とを通して，内容を解釈している。
・「読むこと」において，文章の構成や展開，
表現の仕方を踏まえ，解釈の多様性について考
察している。
［主］粘り強く「私」の言動や心理を表現に即
して読み取り，学習課題に沿って「私」の心情
の描かれ方について考え，話し合おうとしてい
る。

Ｂ 単元
小説　「山椒魚｝

【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の言語文化に対する理解
を深めることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばすとともに，創造的に考
える力を養い，他者との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

Ｃ 単元
小説　「コンビニの母｝

【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の言語文化に対する理解
を深めることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばすとともに，創造的に考
える力を養い，他者との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

・登場人物の言動・心理を表現に即
して読み取り，現代社会における人
間関係について考える。
・一人１台端末の活用
１和也の言動と心情に注意しなが
ら，本文を通読する。（手引き１）
２福平さんが，和也の考えるコンビ
ニ店員と違ったところはどこか読み
取る。（手引き２）
３福平さんと和也が最初に接したと
き，福平さんがどのような態度をし
ていて，和也はそれについてどう感
じたか読み取る。（手引き３）
４和也は福平さんがコンビニで働き
続けることに対してどのように考え
ていたか読み取る。（手引き４）
５和也が久々に訪れた，福平さんの
コンビニでの様子から，感じたこと
や気づいたことを読み取る。（手引
き５）
６筆者が「コンビニの母」というタ
イトルをつけた理由を考え，まとめ
る。
７年齢や立場の違うさまざまな状況
にある人々を想定し，「福平さん」
の接客態度をそれぞれがどのように
受け止めるか考えをまとめ，グルー
プで話し合う。（言語活動）

○

１
学
期

定期考査

Ｄ 単元
詩歌　「金剛の露」　俳句抄

【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の言語文化に対する理解
を深めることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばすとともに，創造的に考
える力を養い，他者との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

○

○

○

・登場人物の心情を理解しつつ，現
代社会に生きる私たちが抱える問題
について考える。
・本文の語句の意味や漢字を確認す
る。（一人１台端末の活用）
・作者について調べる。（便覧の活
用）
１井伏鱒二や「山椒魚」について，
教科書の作者紹介などを参考にし
て，知っていることを発表する。
２山椒魚の心情や行動に注意しなが
ら本文を通読し，あらすじをつか
む。(手引き１)
３第一段を読んで，語句や表現に留
意しながら，岩屋に閉じ込められた
山椒魚の置かれた状況やその心情を
読み取る。（手引き２）
４第二段を読んで，岩屋の内外の動
植物の様子についてまとめ，それぞ
れに対する山椒魚の気持ちを整理す
る。 (手引き３−１・３−２・４-
１）
５第三段を読んで，小えびの侵入に
伴う山椒魚の心境の変化と，その後
の山椒魚の行動を読み取る。(手引
き４−２)
６第四段を読んで，岩屋の外に出ら
れない山椒魚が，外に出られないこ
とを嘆き，岩屋の外の世界で遊ぶ小
動物の様子を，感動の瞳で眺める様
子を読み取る。
７第五段を読んで，岩屋の窓から紛
れ込んだ蛙を外に出ることができな
いようにした山椒魚と，閉じ込めら
れた蛙との激しい口論の様子を読み
取る。
８第六段を読んで，一年が過ぎ，鉱
物から生物によみがえった山椒魚と
蛙が，口論を続ける様子を読み取
る。
９第七段を読んで，更に一年が経過
した山椒魚と蛙の様子に見られる変
化を読み取る。
10山椒魚と蛙が歩み寄りを見せ，和
解に向かう経過について整理する。
（手引き５）
11この作品に込められた寓意につい
て，自分自身の生き方や考え方に触
れながら，六百字程度の文章にまと
める。（言語活動）
12グループで発表し，感想を伝え合
う。

○

［知技］
・言葉には，想像や心情を豊かにする働きがあ
ることを理解している。
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を
増し，文章の中で使うことを通して，語感を磨
き語彙を豊かにしている。
・文学的な文章を読むことを通して，我が国の
言語文化の特質について理解を深めている。
・人間，社会，自然などに対するものの見方，
感じ方，考え方を豊かにする読書の意義と効用
について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，展開，描写の仕方などを的確
に捉えている。
・「読むこと」において，語り手の視点や場面
の設定の仕方，表現の特色について評価するこ
とを通して，内容を解釈している。
［主］進んで作品における象徴的な表現が示し
ている内容を理解し，学習課題に沿って詩に描
かれた情景や，作者の心情を読み取ろうとして
いる。

○ ○ ○ 8

○○

○

○

２
学
期

1

・俳句独自の特徴と表現効果を理解
し，想像力を働かせて句の主題を読
み取る。
１句切れを意識して句のリズムを味
わいながら，一句ずつ音読する。
（手引き１）
２それぞれの句について，季語があ
るものは，季語と季節を確認する。
（手引き２）
３それぞれの句の作者の経歴と，句
が発表された時代を確認する。
４それぞれの句からどのような情景
や心情を読み取ったか考えをまと
め，グループで話し合う。（手引き
３）
５最も印象に残った句を選び，どの
ような点にひかれたか，句の主題や
表現の特徴を踏まえて，四百字程度
でまとめる。
６グループで意見交換する。

○ ○ ○



合計

70

○

Ｅ 単元
小説　「檸檬｝

【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の言語文化に対する理解
を深めることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばすとともに，創造的に考
える力を養い，他者との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

・登場人物の言動,心理を表現に即
して読み取り，「檸檬」の持つ意味
について考える。
・本文の語句の意味や漢字を確認す
る。（一人１台端末の活用）
・作者について調べる。（便覧の活
用）
１本文を通読して，「私」の行動に
即して全体を三つに分け，構成をつ
かむ。(手引き１)
２作者の経歴やその他の作品につい
て概略を知る。
３「記号も言語の一種」を読み，表
現の特徴を理解する。（【文学への
扉】記号も言語の一種）
４「えたいの知れない不吉な塊」に
よってもたらされた「私」の心理状
態を捉える。(手引き２-１・２−２)
５「私」が「以前」心をひきつけら
れていたものと，「その頃」心がひ
きつけられたものとを順番に取り出
し，そこに見られる「私」の心情を
理解する。(手引き２-３・２-４)
６檸檬を買ってからの「私」の心情
を理解する。(手引き３）
７檸檬の役割の変化を捉える。（手
引き４・５・６）
８「えたいの知れない不吉な塊」に
抑えつけられていた過去の「私」
を，語り手である現在の「私」がど
のように見ているのか話し合う。
９当時の「私」をひきつけ慰めたも
のと，抑えつけ憂鬱にさせたものと
は，それぞれ「私」にとってどのよ
うなものとして描かれているか，話
し合う。（言語活動）

○ 14○ ○

［知技］
・言葉には，想像や心情を豊かにする働きがあ
ることを理解している。
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を
増し，文章の中で使うことを通して，語感を磨
き語彙を豊かにしている。
・文学的な文章における文体の特徴や修辞など
の表現の技法について，体系的に理解し使って
いる。
・文学的な文章を読むことを通して，我が国の
言語文化の特質について理解を深めている。
・人間，社会，自然などに対するものの見方，
感じ方，考え方を豊かにする読書の意義と効用
について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，展開，描写の仕方などを的確
に捉えている。
・「読むこと」において，語り手の視点や場面
の設定の仕方，表現の特色について評価するこ
とを通して，内容を解釈している。
・「読むこと」において，文章の構成や展開，
表現の仕方を踏まえ，解釈の多様性について考
察している。
［主］粘り強く「私」の言動や心理を表現に即
して読み取り，学習課題に沿って「私」の心情
の描かれ方について考え，話し合おうとしてい
る。

○○

1

Ｄ 単元
小説　「あの朝」

【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の言語文化に対する理解
を深めることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばすとともに，創造的に考
える力を養い，他者との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

・物語の展開や状況の変化に注意し
て小説を読み，現代の社会や自らの
生活を捉え直す。
・一人１台端末の活用
１市子の状況と心情の変化に注意し
ながら，本文を通読する。（手引き
１）
２市子の朝はどのようであったか，
読み取る。（手引き２－１）
３生活の変化を市子がどう感じてい
たか，読み取る。（手引き２－２）
４市子が過ぎ去る日々についてどう
感じているか，読み取る。（手引き
３）
５市子が夫に話そうとしているのは
どのようなことか，読み取る。（手
引き４）
６市子の場合と比較して自分の「な
くすことで好きになったあれこれ」
について考えをまとめ，グループで
話し合う。（言語活動）

13

○

３
学
期

○

1

２
学
期

定期考査
○ ○

○○ ○ ○ ○

［知技］
・言葉には，想像や心情を豊かにする働きがあ
ることを理解している。
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を
増し，文章の中で使うことを通して，語感を磨
き語彙を豊かにしている。
・文学的な文章を読むことを通して，我が国の
言語文化の特質について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，展開，描写の仕方などを的確
に捉えている。
・「読むこと」において，作品の内容や解釈を
踏まえ，人間，社会，自然などに対するものの
見方，感じ方，考え方を深めている。
［主］粘り強く登場人物の言動や心理を表現に
即して読み取り，学習課題に沿って転換期の心
理について考え，話し合おうとしている。

定期考査 ○


